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山形大学大学院教育実践研究科年報第 10号(2019) 
自尊感情を高める体験活動に関する一考察 
－ 小学校第 3学年算数科における数学的活動を重視した授業実践を通して － 
 
学習開発分野(18220907)鈴 木 彩 文  
 
本研究は，体験活動の教育的意義の 1つである自尊感情の高まりについて，体験活動を
取り入れた学習を通して考察する。その際，学習指導要領や先行研究より，各教科等の特
質に応じた「体験活動の実践」と「自尊感情の高まり」の関係性に着目した。小学校第 3
学年算数科の数学的活動を重視した授業実践を通して得られた抽出児童の変容の分析結果
から，「自尊感情を高める体験活動」について言及する。 
 
［キーワード］ 自尊感情，体験活動，数学的活動，関わり 
  
１ はじめに 
(1)本研究の主題及び研究の背景 
文部科学省体験活動事例集(2009)では，体験活
動を自分の身体を通して実地に経験する活動のこ
とであり，子どもたちがいわば身体全体で対象に
働きかけ，かかわっていく活動と示している。さ
らに，体験活動の教育的意義について，思考や知
識を働かせ，実践して，よりよい生活を創り出し
ていくために必要であり，具体的には，思考や理
解の基盤づくり，豊かな人間性や価値観の形成，
自己との出会いや成就感，自尊感情の獲得等に効
果的であると述べている。 
また，小学校学習指導要領解説総則編(2018)で
は，教育課程を実施する上で，体験活動を重視し
ていることについて以下のように述べている。「児
童が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦
してみることや多様な他者と協働することの重要
性などを実感しながら理解することができるよう，
各教科等の特質に応じた体験活動を重視し，家庭
や地域社会と連携しつつ体系的・継続的に実施で
きるよう工夫すること。」以上を踏まえて，各教科
等の特質に応じた体験活動に着目し，自尊感情と
の関係性について見ていく。 
(2)研究方法 
 まず，先行研究の検討をする。次に，「体験活動」
と「自尊感情」について概観を捉え，本稿におけ
る概念を規定する。特に体験活動については，体
験活動分類表を作成する。最後に，体験活動を取
り入れた授業実践を行い，授業実践を通した抽出
児童Ｈ(以下Ｈ児)の自尊感情の変化を自尊感情測
定尺度(東京版)１)を活用して分析し，考察する。 
２ 先行研究の検討 
玉井(2001)は，体験活動を大まかに生活体験活
動と自然体験活動と社会体験活動に分類し，生活・
自然・社会の大まかな分類で捉える理由を，あく
まで理念的に分類されるものであって，実際の体
験活動は，総合的なものであるからと述べている。 
一方，佐藤(2007)は「今後さらに重要視される
『体験学習・体験活動』であるが，その具体的な
教育方法は，昨今話題の奉仕活動や文化芸術体験，
職場体験や就業体験などばかりではない。たとえ
ば，身近な動植物へのかかわり等の自然事象につ
いての体験的な理解。読む力を体験的に身に付け
るための音読や朗読・暗唱。算数での作業的・体
験的な活動による規則性の発見等々，その効果的
な教育方法は多様である。」と述べている。ここか
ら，1 つの体験活動にはいくつかの要素が含まれ
ているため，体験活動は，特定の意義にあてはめ
て考えるものではなく総合的なものであることや，
各教科等における授業内の音読や朗読・暗唱，算
数での作業的・体験的な活動である数学的活動な
ども体験活動として捉えることができる。 
次に，自尊感情について東京都教職員研修セン
ター(2011)「子供の自尊感情や自己肯定感を高め
るためのＱ＆Ａ」では，「自分のできることできな
いことなどすべての要素を包括した意味での『自
分』を他者とのかかわり合いを通してかけがえの
ない存在，価値ある存在としてとらえる気持ち」
と示している。 
また，近藤(2010)は自尊感情について「基本的
自尊感情」と「社会的自尊感情」の 2つの側面が
あることを示している。基本的自尊感情は，絶対
的な感情として心のうちに存在するものであり，
乳幼児からの親や親に代わる養育者からの絶対的
な愛と，その後の他者との共有体験の繰り返しに
よって形成されるものだと考えている。一方，社
会的自尊感情は，他者との比較によって形成され
る感情で，相対的なものであると述べており，後
天的な要因により自尊感情は高まることを示して
いる。さらに，興味深いのは，自尊感情が低い児
童への指導方法を，次のように示している点であ
る。 
この 2つの自尊感情が低い児童には，まず「出
番を作る」「役割を与える」「ほめる」といった方
法で社会的自尊感情を即効的に高める。それを継
続しながら，「共同注視」を行い，体験や感情の共
有をする必要がある。そうすることで「自分の感
じ方が隣にいる信頼できる友だちと同じだ。」とい
うことを確認し，「自分はこれでよいのだ」「自分
はここにいてよいのだ」という確認をする。それ
こそが基本的自尊感情を育む大切な一歩となると
述べている。 
このような記述から自尊感情は，自分自身ので
きることできないこと全てを含めて，自分をかけ
がえのない存在として捉える気持ちのことであり，
社会的自尊感情はもちろん，基本的自尊感情を後
天的な要因から育むことが可能であると理解でき
る。 
 
３ 体験活動と自尊感情に関する概念規定 
(1)体験活動の概念規定 
本稿では，体験活動を各教科等の特質に応じた
体験活動と捉え，教職専門実習で行った算数の授
業における数学的活動を本稿における体験活動と
定義する。 
佐藤真(2007)『体験学習・体験活動の効果的な
進め方』の中で，山口は体験活動が本来もってい
る優れた効果を発揮させるために不可欠な計画・
組織化において「体験活動の分類表やリストを作
成しておくことが望ましい。」と述べている。その
上で，玉井(2001)が，大まかに分類した体験活動
分類表をもとに筆者独自の体験活動分類表を作成
し，各教科等の特質に応じた体験活動がどのよう
に位置付けられているのかを整理した。(表 1) 
この分類表では，体験活動の内容とそれに伴い
育成される資質・能力についてまとめた。授業を
作るにあたって，資質・能力の視点から授業に取
り入れる体験活動を決める上で有効ではないかと
考える。 
 
表 1 体験活動分類表 
体験 主な内容 主な育成される資質・能力 
生
活
文
化
体
験
活
動 
1生活的体験 
〇食に関する体験〇健康・
安全に関する体験〇環境保
全のための生活体験〇家事
手伝い〇スポーツ体験〇家
族行事〇宿泊活動 
2文化的体験〇伝統・伝承体
験〇ものづくり・ものの活
用体験〇地域や学校におけ
る年中行事〇芸術鑑賞 
3 人間関係形成に関する体
験〇遊び  等 
1感謝の心・自立精神・生活
技能・心身の健康の保持増
進・責任感・整理整頓・忍耐・
協力する心 
2文化的作法・文化的教養・
制作力・生産意欲・観察力・
鑑賞力・社会性 
3信頼関係・友情・感謝・道
徳心・規範意識・豊かな人間
性・コミュニケーション能
力・協力する心・欲求不満耐
性力・社会性  等 
自
然
体
験
活
動 
1 野外活動〇登山〇キャ
ンプ〇ハイキング 
2自然・環境に関する体験
〇星空観察〇動植物観察
〇自然の中での集団宿泊
活動〇科学・技術体験〇探
検体験  等 
1基礎的な体力・集中力・共生
感・チャレンジ精神・忍耐力・
欲求不満耐性力・協力する心・
社会性 
2生態系の知識・命の重みを捉
える・意外な側面や未知の側
面の存在を捉える・公衆道徳・
感動・自然の大切さ・観察・集
中力・社会性・持続力  等 
社
会
体
験
活
動 
1社会奉仕体験 
〇ボランティア活動 
2勤労体験 
〇職場体験活動 
3地域に関する体験 
〇地理体験〇地域取材体
験  等 
1人の役に立つことの喜び・献
身的な奉仕の発想方法や態
度・公衆道徳・奉仕能力・社会
性・責任感 
2 働くことへの関心・頭や手
足、知識と労力や生活などの
統一的な発達・働くことの重
要性や態度・職業意識・制作
力・生産意欲・栽培方法・共生
の喜び 
3観察力・忍耐力・欲求不満耐
性力・集中力・公衆道徳・社会
性・責任感・持続力・郷土愛・
コミュニケーション能力・取
材方法・技術・公衆道徳・社会
性  等 
学
習
活
動 
〇観察〇見学〇調査活動
〇数学的活動〇音読・朗
読・暗唱  等 
・興味、関心、意欲・問題解決能
力・思考や理解の基盤・比較力・
観察力・企画力・社会性  等 
 
(2)自尊感情の概念規定 
本稿では，自尊感情を「自分のできたことやで
きなかったことを含めて自分をかけがえのない存
在であると捉える気持ち」と定義する。具体的に
は，できなかったことがあったとしても事実とし
て受け止め，あきらめることなく，どうやったら
できるようになるのかを考え，学習活動に意欲的
に取り組む姿が見られたり，前向きに授業に取り
組もうとする発言が現れたりしたら，自尊感情が
高まったと言えるのではないかと考える。 
 
４ 授業の実践と結果 
(1)対象・単元名・時期 
山形大学大学院教育実践研究科年報第 10号(2019) 
対象：山形市内のＡ小学校 3年生 25名 
単元名：算数「円と球」 
時期：平成 30年 11月 
(2)単元目標 
・円や球に関心をもち，身の回りから円や球を見
つけ，それらが使われる場面について考えようと
する。(関心・意欲・態度) 
・円は，中心から等距離にある点の集まりである
ことを見出し，円は半径の長さによって決まるこ
とについて考え，表現することができる。(数学的
な考え方) 
・コンパスを用いて円をかいたり，等しい長さを
測り取ったり移したりすることができる。(技能) 
・円や球の中心，半径，直径について知り，円や
球について理解する。(知識・理解) 
(3)単元計画 
授業実践を行うにあたって，使用する教科書の
指導計画と同じ流れの授業ではなく，数学的活動
としてこまづくりを行うことで円の特徴を学ぶこ
とができるような指導計画(表 2)を作成した。 
 
表 2 指導計画鈴木案(球の指導計画は除く) 
 
５ 結果と考察 
自尊感情測定尺度(東京版)１)に基づき，自尊感
情を構成する大きな柱となっている「Ａ自己評価・
自己受容」「Ｂ関係の中での自己」「Ｃ自己主張・
自己決定」の 3つの観点における傾向を見るため
に 22 の質問項目の自己評価シートを活用した。
(表 3)これは，「とても思う，少し思う，あまり思
わない，思わない」の 4件法で回答するものであ
る。授業実践前の 2018 年 10 月 29 日と実践後の
2018年 11月 16日に測定した。得られた結果をデ
ータ入力シートに入力し，レーダーチャートに表
した。(図 1・2)そして，Ｈ児における 2回の測定
結果の変容を分析した。その際，Ａ・Ｂ・Ｃの 3観
点の有無から 6つのタイプに分類し，自尊感情の
傾向をつかむことにした。(表 4) 
図1と図2の測定結果の数値を比較してみると，
Ａは－0.25，Ｂは＋1.14，Ｃは＋1.43の変化があ
った。図１よりＨ児は全体的に自尊感情が低い児
童であり，その中でもＣが顕著に低いことから表
4のⅥタイプと捉える。図 2より，Ｂが「3」と平
均より高まったことから，表 4のⅡタイプと捉え，
Ｃについては，「2.43」とほぼ平均値であるが，図
1のＣの「1」からの高まりを見ると，「＋1.43」と
顕著な高まりが見られるため，表 4のⅢタイプで
もあると捉えることができる。 
Ｂが増加した要因は，こまづくりという数学的
活動を設定することで，友達や授業者と関わりな 
 
表 3 22の質問項目 
 
表 4 Ｈ児の自尊感情のタイプと傾向 
タイプの特徴 傾向 
Ⅰタイプ(A自己評価・自己
受容が高い) 
該当なし 
Ⅱタイプ(B関係の中での
自己が高い) 
※授業後のＨ児のタイプ 
積極的に関わりを求め，集団に
なじみやすい。自分に自信がな
く，人の視線を気にして自分の
考えを伝えることを躊躇する。 
Ⅲタイプ(C自己主張・自
己決定が高い) 
※授業後のＨ児のタイプ 
自分のペースを守ることがで
きる。自分の考え方や言い分，
自分が決めたことが最善の方
法と考える傾向が強い。 
Ⅳタイプ(Aが低い) 該当なし 
Ⅴタイプ(Bが低い) 該当なし 
Ⅵタイプ(Cが低い) 
※授業前のＨ児のタイプ 
積極的な自己開示をしようと
せず，自分の判断・行動に不安
がある。周囲の評価を気にする
あまりに，積極的に行動できな
かったりする側面が見られる。 
 
 東京都教職員研修センター(2011)子どもの自尊感情
の傾向を把握する方法と指導のポイント 2)より抜粋 
①身の回りにある「まる」を分類する。紙と鉛筆のみできれいな「ま
る」をかく難しさを実感する。②よく回るこまと、あまり回らない
こまを比較し，色紙を使って円の特徴について考える。円，中心，
半径について知る。③色紙を使って，直径について考える。簡易コ
ンパスを使って円をかく。④簡易コンパスやコンパスを使って，様々
な大きさの円をかく練習をする。⑤⑥コンパスで模様をかく練習を
する。模様を工作用紙にかき，色を染めて，こまをつくる。⑦こま
の鑑賞をする。お互いのこまを鑑賞し，良いところを付箋に書き，
ワー クシー トに貼る。コンパスで長さを計り取る方法について知る。 
 
 
 
①今の自分で良いと思うか。 ②自分のことが好きか。 ③ダ
メな人間だと思うことがあるか。 ④自分を大切に思えるか。 
⑤今の自分はきらいか。 ⑥自分にはいいところがあるか。 
⑦みんなの役に立っていないと思うか。 ⑧みんなと同じくら
い大切な人間だと思うか。 ⑨みんなが言っていることをちゃ
んと聞くことができるか。 ⑩みんなの役に立ちたいと思う
か。 ⑪ほかの人の気持ちがわかるか。 ⑫自分を分かってく
れる人がいるか。 ⑬みんなに迷惑をかけないよう，一度決め
たことはしっかりやるか。 ⑭自分のことを大切にしてくれて
いる周りの人たちに「ありがとう」と思うか。 ⑮あなたがい
てほしいと思ってくれる人がいるか。 ⑯みんなが違うことを
言っていても，自分が正しいと思うことははっきり言えるか。 
⑰できることがたくさんあると思うか。 ⑱自分が決めたこと
やすることが正しいと思えるか。 ⑲自分の良いところも悪い
ところもわかっているか。 ⑳誰にも負けないものがあるか。 
㉑自分のことは自分で決めたいと思うか。 ㉒みんなと違う自
分を大切にしたいと思うか。 
 
がら問題の解決に向かうことができたからだと考
える。コンパスを使って模様をかく活動で，友達
のＹ児が「どうするの？」とＨ児に尋ねていた。
するとＨ児はＹ児のもとへ向かい，教えていた。
自分の説明で友達が分かってくれた楽しさをＨ児
が実感できた場面である。 
最後にＣが増加した要因は，具体的な「こまづ
くり」は，Ｈ児にとってこれまでの経験と関連付
けて考えることができる身近な算数の問題だった
からではないかと考える。身の回りにある「まる」
には何があるのかという発問をすると，Ｈ児は立
ち上がり何度も手を挙げていた。ここから，具体
的な活動(数学的活動)で生じる身近な問題を通し
て，Ｈ児は，自ら問いをもち自立的に考えること
の楽しさを味わうことができたのである。 
 
図 1 2018.10.29 Ｈ児の結果
 
図 2 2018.11.16 Ｈ児の結果 
 
６ おわりに 
今回，数学的活動を取り入れた授業実践を行う
中で，児童同士の主体的な関わりが生まれたり，
自ら問いをもち自立的に考え，意欲的に活動に取
り組む姿が見られたりした。このようなことから，
体験活動は，自尊感情が低い児童にとって自尊感
情を高める上で有効であったと考える。今後は，
今回の考察を生かした他教科等における授業実践
を行い，抽出児童のタイプや人数を増やすなど，
さらに研究を深めていきたい。 
 
注 
1)自尊感情測定尺度として，東京都教職員研修セ
ンターの自尊感情測定尺度(東京版)小学生第 1学
年～第 3学年用を活用した。 
http://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.jp/09 
seika/reports/files/bulletin/h22/materials/ 
h22₋mat01a₋02.pdf 
2)東京都教職員研修センター(2011)子どもの自尊
感情の傾向を把握する方法と指導のポイント
http://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.jp/09 
seika/reports/files/bulletin/h22/materials/ 
h22_mat01a_02.pdf 
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